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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フェムト基地局の設置予定場所をカバーするマクロセルをシミュレータで確認するシミ
ュレータステップと、
　前記シミュレータステップで確認されたマクロセルにおけるマクロ基地局を識別するマ
クロ基地局識別情報および当該マクロ基地局の設置場所の緯度・経度情報を少なくとも含
む第１隣接マクロセル情報を、前記フェムト基地局に割り当てられたフェムト基地局を識
別するフェムト基地局識別情報に対応付けてフェムト基地局運用部に格納する第１隣接マ
クロセル情報格納ステップと、
　フェムト基地局が起動された際に、起動されたことを前記フェムト基地局運用部に通知
すると共に、周囲の電波状況を収集することにより周囲のマクロ基地局からマクロ基地局
識別情報を少なくとも含む第２隣接マクロセル情報を生成する第２隣接マクロセル情報生
成ステップと、
　前記フェムト基地局が起動されたことの通知を前記フェムト基地局運用部が受けた際に
、前記フェムト基地局運用部は前記フェムト基地局が生成した前記第２隣接マクロセル情
報を取得する要求を前記フェムト基地局に送信する要求送信ステップと、
　前記第２隣接マクロセル情報を取得する要求を前記フェムト基地局が受信した際に、前
記フェムト基地局は前記第２隣接マクロセル情報を前記フェムト基地局運用部に要求に対
する応答として送信する応答送信ステップと、
　前記フェムト基地局運用部に格納されている前記第１隣接マクロセル情報と受信した前
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記第２隣接マクロセル情報とを比較して、少なくとも前記マクロ基地局識別情報の一致を
見ることにより、前記フェムト基地局が前記設置予定場所に設置されているか否かを判断
する判断ステップと、
　を備えることを特徴とするフェムト基地局移動検知方法。
【請求項２】
　前記判断ステップでは、前記第１隣接マクロセル情報と前記第２隣接マクロセル情報と
における前記マクロ基地局識別情報が所定の数を超えて一致した際に前記フェムト基地局
が前記設置予定場所に設置されていると判断されることを特徴とする請求項１記載のフェ
ムト基地局移動検知方法。
【請求項３】
　前記判断ステップでは、前記第２隣接マクロセル情報における前記マクロ基地局識別情
報に対応するマクロ基地局の緯度・経度情報を前記フェムト基地局運用部のデータベース
から読み出して、前記第１隣接マクロセル情報における前記マクロ基地局の緯度・経度情
報と比較し、両者の緯度・経度情報が所定の範囲内に収まっているときは、当該マクロ基
地局の前記マクロ基地局識別情報が一致していなくても、当該マクロ基地局の前記マクロ
基地局識別情報が一致しているものとして扱われることを特徴とする請求項１または２記
載のフェムト基地局移動検知方法。
【請求項４】
　前記判断ステップにおいて、前記フェムト基地局が前記設置予定場所に設置されている
と判断された場合は、前記第１隣接マクロセル情報が前記第２隣接マクロセル情報により
更新されることを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載のフェムト基地局移動検
知方法。
【請求項５】
　フェムト基地局の設置予定場所をカバーするマクロセルを確認するシミュレータ手段と
、
　前記シミュレータ手段で確認されたマクロセルにおけるマクロ基地局を識別するマクロ
基地局識別情報および設置場所の緯度・経度情報を少なくとも含む第１隣接マクロセル情
報を、前記フェムト基地局に割り当てられたフェムト基地局を識別するフェムト基地局識
別情報に対応付けて格納するフェムト基地局運用部と、
　起動された際に、起動されたことを前記フェムト基地局運用部に通知すると共に、周囲
の電波状況を収集することにより周囲のマクロ基地局からマクロ基地局識別情報を少なく
とも含む第２隣接マクロセル情報を生成するフェムト基地局とを備え、
　前記フェムト基地局運用部は、前記フェムト基地局から起動されたことの通知を前記フ
ェムト基地局運用部が受けた際に、前記フェムト基地局が生成した前記第２隣接マクロセ
ル情報を取得する要求を前記フェムト基地局に送信して、前記フェムト基地局から前記第
２隣接マクロセル情報を受信し、受信した前記第２隣接マクロセル情報と格納されている
前記第１隣接マクロセル情報とを比較して、少なくとも前記マクロ基地局識別情報の一致
を見ることにより、前記フェムト基地局が前記設置予定場所に設置されているか否かを判
断するようにしたことを特徴とするフェムト基地局移動検知システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信網におけるフェムト基地局移動検知方法およびフェムト基地局移動
検知システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、移動通信網において「ユーザ個別のサービス提供」や「通信帯域の逼迫解消」を
目的として、移動機をマクロセルから積極的に小型のフェムト（Femto）セルに在圏させ
ることが研究されている。マクロ基地局により形成されるマクロセルのカバーエリアは半
径１ｋｍないし数ｋｍ程度とされているが、フェムト基地局により形成されるフェムトセ
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ルのカバーエリアは、自宅や小さなオフィスあるいは地下街などの半径数十ｍの極めて小
さい範囲のカバーエリアとされる。フェムト基地局は、ＡＤＳＬ（Asymmetric Digital S
ubscriber Line）、光ファイバー、同軸ケーブル等のブロードバンド回線に接続され、こ
のブロードバンド回線を介して携帯電話の通信サービスを提供する（特許文献１参照）。
ユーザーの建物内などにフェムトセル基地局を設置し、すでに敷設されているブロードバ
ンド回線に接続することによって、各種パラメータを移動通信網側から取得することがで
き、ホームユースでも繁雑な作業無しに容易に設置可能とされている。このようなフェム
ト基地局は、大型のマクロ基地局を設置することに比べ、簡便かつ低コストで基地局を増
設でき、移動通信網のさらなるサービス向上を行うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１６６０２号公報
【特許文献２】特開２０１０－１１８７５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　フェムト基地局は、軽量・小型化されているため可搬性を有している。しかしながら、
設置場所に対応する緊急番号の接続先が設定されていることから、移動させると支障が生
じることになる。しかも、移動通信網におけるフェムト基地局を含む基地局を移動させる
ことは法律（電波法）やガイドラインにより原則禁止されている。また、移動通信網はフ
ェムト基地局も含めてどの基地局がどこにあるかを正確に把握しておく必要がある。
　そこで、フェムト基地局をブロードバンド回線に接続した際に取得したＩＰアドレスと
フェムト基地局の識別番号を、一対一で対応させた上で、そのフェムト基地局を家庭内で
設置する方法がある（特許文献２参照）。しかし、ＩＰアドレスの取得は、多くのインタ
ーネットサービスプロバイダ（ＩＳＰ）との調整が必要となり、フェムト基地局の設置ま
でに多くの時間を要してしまうという問題点があった。
【０００５】
　そこで、本発明は、フェムト基地局が取得したＩＰアドレスを用いることなく設置位置
を特定することができるフェムト基地局移動検知方法およびフェムト基地局移動検知シス
テムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、フェムト基地局の設置予定場所をカバーするマ
クロセルをシミュレータで確認するシミュレータステップと、前記シミュレータステップ
で確認されたマクロセルにおけるマクロ基地局を識別するマクロ基地局識別情報および当
該マクロ基地局の設置場所の緯度・経度情報を少なくとも含む第１隣接マクロセル情報を
、前記フェムト基地局に割り当てられたフェムト基地局を識別するフェムト基地局識別情
報に対応付けてフェムト基地局運用部に格納する第１隣接マクロセル情報格納ステップと
、フェムト基地局が起動された際に、起動されたことを前記フェムト基地局運用部に通知
すると共に、周囲の電波状況を収集することにより周囲のマクロ基地局からマクロ基地局
識別情報を少なくとも含む第２隣接マクロセル情報を生成する第２隣接マクロセル情報生
成ステップと、前記フェムト基地局が起動されたことの通知を前記フェムト基地局運用部
が受けた際に、前記フェムト基地局運用部は前記フェムト基地局が生成した前記第２隣接
マクロセル情報を取得する要求を前記フェムト基地局に送信する要求送信ステップと、前
記第２隣接マクロセル情報を取得する要求を前記フェムト基地局が受信した際に、前記フ
ェムト基地局は前記第２隣接マクロセル情報を前記フェムト基地局運用部に要求に対する
応答として送信する応答送信ステップと、前記フェムト基地局運用部に格納されている前
記第１隣接マクロセル情報と受信した前記第２隣接マクロセル情報とを比較して、少なく
とも前記マクロ基地局識別情報の一致を見ることにより、前記フェムト基地局が前記設置
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予定場所に設置されているか否かを判断する判断ステップとを備えることを最も主要な特
徴としている。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、シミュレータで確認されたマクロセルにおける第１隣接マクロセル情
報と、フェムト基地局が起動された際に生成された周囲のマクロ基地局における第２隣接
マクロセル情報とを比較して、少なくともマクロ基地局識別情報の一致を見ることにより
、フェムト基地局が設置予定場所に設置されているか否かを判断していることから、ＩＰ
アドレスを用いることなくフェムト基地局の設置位置を特定することができるようになる
。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明にかかるフェムト基地局移動検知方法を具現化した本発明の実施例のフェ
ムト基地局移動検知システムの構成を示す図である。
【図２】本発明にかかるフェムト基地局移動検知システムにおいてフェムト基地局の電源
初回投入時に実行されるフェムト基地局移動検知処理のシーケンス図である。
【図３】本発明にかかるフェムト基地局移動検知システムにおいてフェムト基地局の電源
２回目以降投入時に実行されるフェムト基地局移動検知処理のシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　移動通信網は、携帯電話機等の移動通信端末と、無線回線の制御を行う無線アクセスネ
ットワーク（ＲＡＮ：Radio Access Network）と、移動通信端末を他の移動通信端末、公
衆電話網やインターネット等に接続制御する基幹回線とされるコアネットワーク（ＣＮ：
core network）から構成されている。ＲＡＮは、セルをそれぞれ形成している複数の基地
局と、複数の基地局を管理する無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ：Radio Network Cont
roller）を備えている。ＣＮは、回線交換機とパケット交換機とＨＬＲ（Home Location 
Register）とを少なくとも備えている。ＲＡＮは、無線回線の制御を行うと共に無線回線
を終端しており、ＲＮＣは複数の基地局から転送されてきた移動通信端末等からの呼を、
パケット通信の呼の場合はＣＮにおけるパケット交換機に振り分け、音声通信の呼の場合
は回線交換機に振り分けて転送している。ＨＬＲは、携帯電話網における全ての移動通信
端末のプロファイルを管理すると共に位置情報を管理する網内データベースが格納されて
おり、ＨＬＲは回線交換機における回線交換およびパケット交換機におけるパケット交換
とで共用される。
【００１０】
　このような移動通信網に、本発明の実施例のフェムト基地局移動検知システムは設けら
れており、その構成を図１に示す。なお、本発明の実施例のフェムト基地局移動検知シス
テムは、本発明にかかるフェムト基地局移動検知方法を具現化したものに相当する。
　図１に示す本発明にかかるフェムト基地局移動検知システム１は、複数のセルを有する
セルラ方式の上記した移動通信網におけるフェムト基地局移動検知システムとされている
。ＲＡＮには多数のマクロ基地局が設置されているが、その内のマクロ基地局１０、マク
ロ基地局１１およびマクロ基地局１２の３つのマクロ基地局が図示されている。マクロ基
地局１０～１２によりそれぞれマクロセルが形成され、各マクロセルのカバーエリアは半
径１ｋｍないし数ｋｍ程度とされている。また、図示する例では、マクロ基地局１０～１
２により形成されるマクロセルに隣接してフェムト基地局１３が設置されている。フェム
ト基地局１３により形成されるフェムトセルのカバーエリアは半径数十ｍ程度の極めて小
さい範囲とされている。
【００１１】
　フェムト基地局１３は、自宅や小さなオフィスあるいはビルディングの内部やトンネル
のような不感地帯に設置することができ、小型の基地局とされていることから可搬性を有
している。フェムト基地局１３は、ＡＤＳＬ（Asymmetric Digital Subscriber Line）、
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光ファイバー、同軸ケーブル等のブロードバンド回線に接続され、このブロードバンド回
線を介して移動通信端末に通信サービスを提供する。ユーザーの建物内などにフェムトセ
ル基地局１３を設置して、すでに敷設されているブロードバンド回線に接続することによ
って、各種パラメータをＣＮ側から取得することができ、ホームユースでも繁雑な作業無
しに容易に設置可能とされている。
　マクロ基地局１０～１２およびフェムト基地局１３には、それぞれを一意に識別するこ
とができるユニークなCell IDが移動通信網から割り当てられている。すなわち、マクロ
基地局にはそれぞれユニークなCell IDが割り当てられ、フェムト基地局１３にもユニー
クなCell ID（以下、「フェムト基地局ＩＤ」という）が割り当てられる。
【００１２】
　マクロ基地局１０～１２は専用回線によりＲＮＣと接続されて、この専用回線を介して
携帯電話の通信サービスを提供する。移動通信網のマクロ基地局の運用を行うマクロ基地
局運用部２０と、マクロ基地局のセル情報およびマクロ基地局が設置されている緯度・経
度情報を収集して管理するセル情報管理部２１はコアネットワーク側に機能別に定義され
ている。セル情報管理部２１は、マクロ基地局運用部２０が収集したマクロ基地局のセル
情報の内のCell IDおよび各マクロ基地局の緯度・経度情報を取得して格納している。フ
ェムト基地局運用部２２もコアネットワーク側に機能別に定義されており、セル情報管理
部２１から一日に一回ずつマクロ基地局のCell IDおよび各マクロ基地局の緯度・経度情
報を取得して、そのデータベースを更新している。この場合、フェムト基地局運用部２２
では、取得した情報について件数のチェックを実施して、件数が減った場合やファイルが
空等の異常と判断された場合はテーブルの更新を行わないようにしている。
【００１３】
　フェムト基地局１３が新たに設置される際には、フェムト基地局１３の設置予定場所を
カバーするマクロセルをシミュレータで確認し、該当するマクロセルにおけるマクロ基地
局のCell IDおよびマクロ基地局の周波数帯（fr）、マクロ基地局の設置場所の緯度・経
度情報、シミュレータで予測したマクロ基地局からの受信電界強度からなる第１隣接Macr
oセル情報を、フェムト基地局１３に割り当てられたフェムト基地局ＩＤに対応付けてフ
ェムト基地局運用部２２に格納する。そして、フェムト基地局１３の設置後に、フェムト
基地局１３の電源が投入されたことが、フェムト基地局運用部２２に通知されたことをト
リガとしてフェムト基地局移動検知処理が起動される。これにより、フェムト基地局１３
では、電源が初めて投入された際に周辺のマクロ基地局の電波状況が収集される。この電
波状況の収集では、周辺のマクロ基地局からの電波を受信することにより、フェムト基地
局１３の周辺の各マクロ基地局１０～１２のCell IDと各マクロ基地局１０～１２の周波
数帯（fr）が収集されると共に、周辺の各マクロ基地局１０～１２の受信電界強度（RSCP
）が測定される。そして、収集により生成された各マクロ基地局１０～１２のCell IDと
周波数帯（fr）および測定された受信電界強度（RSCP）の情報からなる第２隣接Macroセ
ル情報がブロードバンド回線を介してフェムト基地局運用部２２に送信される。
【００１４】
　フェムト基地局運用部２２では、フェムト基地局１３から送信された第２隣接Macroセ
ル情報に上げられている各Cell IDに基づいて、各Cell IDに対応するマクロ基地局の緯度
・経度情報をフェムト基地局運用部２２のデータベースから読み出して、第２隣接Macro
セル情報に各Cell IDに対応させた緯度・経度情報を付加する。そして、フェムト基地局
運用部２２において、フェムト基地局１３のフェムト基地局ＩＤをキーとして読み出した
シミュレータで予測したフェムト基地局１３における第１隣接Macroセル情報を比較用と
して、フェムト基地局１３が初回電源投入時に取得し、緯度・経度情報が付加された第２
隣接Macroセル情報と比較される。ここで、両者の隣接Macroセル情報におけるマクロ基地
局のCell IDが閾値セル数を超えて一致する場合には、フェムト基地局１３が設置予定場
所に設置されたものと判断されて、フェムト基地局１３を通常動作させると共に、比較用
の第１隣接Macroセル情報（Cell ID、緯度・経度情報、周波数帯（fr）、RSCP）を、フェ
ムト基地局１３が初回電源投入時に取得し、緯度・経度情報が付加された第２隣接Macro
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セル情報により更新する。この場合、第２隣接Macroセル情報に上げられているマクロ基
地局の緯度・経度情報と、比較用の第１隣接Macroセル情報における緯度・経度情報との
チェックを行い、両者の緯度・経度情報が所定の範囲内に収まるマクロ基地局については
、Cell IDが一致していなくても一致しているものとして扱うようにする。
　ところで、両者の隣接Macroセル情報におけるマクロ基地局のCell IDが閾値セル数以下
しか一致しない場合は、フェムト基地局１３が設置予定場所に設置されていないものと判
断されて、フェムト基地局１３の機能を停止させる。この場合には、比較用の保存データ
（Cell ID、周波数帯（fr）、RSCP）の更新は行わない。なお、閾値セル数は所定のセル
数を指定できるようにされている。また、フェムト基地局１３の機能の停止では、少なく
とも送信部の機能が停止される。
【００１５】
　フェムト基地局１３をユーザが長時間使用しない場合は、その電源をオフすることが考
えられる。また、設置場所が予め設定された場所ではない場合は機能が停止されることか
ら電源をオフするものと考えられる。そこで、フェムト基地局１３の電源が２回目以降投
入される場合が想定され、フェムト基地局１３の電源が２回目以降投入された場合におい
ても、フェムト基地局１３の電源が投入されたことがフェムト基地局運用部２２に通知さ
れて、フェムト基地局移動検知処理が起動される。これにより、フェムト基地局１３では
周辺の電波状況が収集される。この電波状況の収集では、周辺のマクロ基地局からの電波
を受信することにより、上記した第２隣接Macroセル情報が収集される。そして、収集に
より生成された第２隣接Macroセル情報がブロードバンド回線を介してフェムト基地局運
用部２２に送信される。
【００１６】
　フェムト基地局運用部２２では、フェムト基地局１３から送信された第２隣接Macroセ
ル情報に上げられている各Cell IDに基づいて、各Cell IDに対応するマクロ基地局の緯度
・経度情報をフェムト基地局運用部２２のデータベースから読み出して、第２隣接Macro
セル情報に各Cell IDに対応させた緯度・経度情報を付加する。そして、フェムト基地局
運用部２２において、フェムト基地局１３のフェムト基地局ＩＤをキーとして保存されて
いる第１隣接Macroセル情報を比較用として読み出し、フェムト基地局１３が取得し、緯
度・経度情報が付加された第２隣接Macroセル情報と比較する。両者の隣接Macroセル情報
におけるマクロ基地局のCell IDが指定された閾値セル数を超えて一致する場合には、フ
ェムト基地局１３が設置予定場所に設置されているものと判断して、フェムト基地局１３
を通常動作させると共に、比較用の第１隣接Macroセル情報（Cell ID、緯度・経度情報、
周波数帯（fr）、RSCP）を、フェムト基地局１３から送信され、緯度・経度情報が付加さ
れた第２隣接Macroセル情報に更新する。この場合は、第２隣接Macroセル情報に上げられ
ているマクロ基地局の緯度・経度情報のチェックは実施しない。
【００１７】
　ここで、両者の隣接Macroセル情報におけるマクロ基地局のCell IDが閾値セル数以下し
か一致しない場合は、マクロ基地局のCell IDが変更された可能性があることから、第２
隣接Macroセル情報に上げられているマクロ基地局の緯度・経度情報と比較用の第１隣接M
acroセル情報における緯度・経度情報とのチェックを行い、両者の緯度・経度情報が所定
の範囲内に収まるマクロ基地局については、Cell IDが一致していなくても一致している
ものとして扱うようにする。この結果、両者の隣接Macroセル情報におけるマクロ基地局
のCell IDが閾値セル数を超えて一致した場合には、フェムト基地局１３が設置予定場所
に設置されているものと判断して、上記のようにしてフェムト基地局１３を通常動作させ
る。しかし、依然として両者の隣接Macroセル情報におけるマクロ基地局のCell IDが閾値
セル数以下しか一致しない場合は、フェムト基地局１３が設置予定場所に設置されていな
いものと判断して、フェムト基地局１３の機能を停止させる。この場合には、比較用の第
１隣接Macroセル情報（Cell ID、緯度・経度情報、周波数帯（fr）、RSCP）の更新は行わ
ない。また、フェムト基地局１３の機能の停止では、少なくとも送信部の機能が停止され
る。
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　このように、本発明にかかるフェムト基地局移動検知システム１は、ＩＰアドレスを用
いることなくフェムト基地局１３の設置位置を特定することができるようになる。これに
より、フェムト基地局１３が本来の設置場所から移動されて設置された際には、当該フェ
ムト基地局１３の機能を停止することができるようになる。
【００１８】
　次に、フェムト基地局１３において電源が初めて投入された際に実行されるフェムト基
地局移動検知処理のシーケンスを図２に示す。
　図２に示すフェムト基地局移動検知処理のシーケンスにおいて、フェムト基地局１３に
おいて電源が初回投入されると、電源が投入されたことを通知するBoot Trap情報がフェ
ムト基地局１３からフェムト基地局運用部２２に送信される。フェムト基地局１３からの
Boot Trap情報を受信したフェムト基地局運用部２２は、一定時間を待って情報取得動作
を開始すべく、一定時間後にＫＰＩ（Key Paformance Indicator）取得要求をフェムト基
地局１３へ送信する。ＫＰＩは、基地局が管理している性能情報であり、移動通信端末の
通話の成功率等の情報や、フェムト基地局１３の周囲の電波情報が含まれている。フェム
ト基地局１３は、ＫＰＩ取得要求を受信するまでの一定時間において、周辺のマクロ基地
局の電波状況を収集する。この電波状況の収集では、フェムト基地局１３の周辺の各マク
ロ基地局１０～１２のCell IDと各マクロ基地局１０～１２の周波数帯（fr）の情報が各
マクロ基地局１０～１２から収集されると共に、周辺の各マクロ基地局１０～１２の受信
電界強度（RSCP）が測定される。
【００１９】
　フェムト基地局１３は、フェムト基地局運用部２２からＫＰＩ取得要求を受信すると、
その応答として収集により生成された各マクロ基地局１０～１２のCell IDと各マクロ基
地局１０～１２の周波数帯（fr）および測定された受信電界強度（RSCP）からなる第２隣
接Macroセル情報をフェムト基地局運用部２２に送信する。フェムト基地局１３から第２
隣接Macroセル情報を受信したフェムト基地局運用部２２では、フェムト基地局１３から
送信された第２隣接Macroセル情報に上げられている各Cell IDに基づいて、各Cell IDに
対応するマクロ基地局の緯度・経度情報をフェムト基地局運用部２２のデータベースから
読み出して、第２隣接Macroセル情報に各Cell IDに対応させた緯度・経度情報が付加され
て、上記したフェムト基地局移動検知処理が行われる。すなわち、フェムト基地局１３の
フェムト基地局ＩＤをキーとして読み出したシミュレータで予測した第１隣接Macroセル
情報を比較用として、フェムト基地局１３から取得した第２隣接Macroセル情報とを比較
する。両者の隣接Macroセル情報におけるマクロ基地局のCell IDが閾値セル数を超えて一
致する場合には、フェムト基地局１３が設置予定場所に設置されたものと判断されて、フ
ェムト基地局１３を通常動作させると共に、比較用の第１隣接Macroセル情報（Cell ID、
緯度・経度情報、周波数帯（fr）、RSCP）をフェムト基地局１３から取得され、緯度・経
度情報が付加された第２隣接Macroセル情報により更新する。この場合、第２隣接Macroセ
ル情報に上げられているマクロ基地局の緯度・経度情報のチェックを上述したようにして
行い、緯度・経度情報が比較用の第１隣接Macroセル情報における緯度・経度情報の所定
の範囲内に収まるマクロ基地局については、Cell IDが一致していなくても一致している
ものとして扱うようにする。
　ここで、両者の隣接Macroセル情報におけるマクロ基地局のCell IDが閾値セル数以下し
か一致しない場合は、フェムト基地局１３が設置予定場所に設置されていないものと判断
されて、フェムト基地局１３の機能を停止させる。この場合には、比較用の第１隣接Macr
oセル情報（Cell ID、緯度・経度情報、周波数帯（fr）、RSCP）の更新は行わない。
【００２０】
　次に、フェムト基地局１３において電源が２回目以降投入された際に実行されるフェム
ト基地局移動検知処理のシーケンスを図３に示す。
　図３に示すフェムト基地局移動検知処理のシーケンスにおいて、フェムト基地局１３に
おいて電源が２回目以降投入された場合も、電源が投入されたことを通知するBoot Trap
情報がフェムト基地局１３からフェムト基地局運用部２２に送信される。フェムト基地局
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１３からのBoot Trap情報を受信したフェムト基地局運用部２２は、一定時間を待って情
報取得動作を開始すべく、一定時間後にＫＰＩ取得要求をフェムト基地局１３へ送信する
。フェムト基地局１３は、ＫＰＩ取得要求を受信するまでの一定時間において、周辺のマ
クロ基地局の電波状況を収集する。この電波状況の収集により、フェムト基地局１３にお
ける第２隣接Macroセル情報が生成される。
【００２１】
　フェムト基地局１３は、フェムト基地局運用部２２からＫＰＩ取得要求を受信すると、
その応答として収集により生成された第２隣接Macroセル情報をフェムト基地局運用部２
２に送信する。フェムト基地局１３から隣接Macroセル情報を受信したフェムト基地局運
用部２２では、フェムト基地局１３から送信された第２隣接Macroセル情報に上げられて
いる各Cell IDに基づいて、各Cell IDに対応するマクロ基地局の緯度・経度情報をフェム
ト基地局運用部２２のデータベースから読み出して、第２隣接Macroセル情報に各Cell ID
に対応させた緯度・経度情報が付加され、上記したフェムト基地局移動検知処理が行われ
る。すなわち、フェムト基地局１３のフェムト基地局ＩＤをキーとして保存されている第
１隣接Macroセル情報を比較用として読み出し、フェムト基地局１３が取得し、緯度・経
度情報が付加された第２隣接Macroセル情報と比較する。両者の隣接Macroセル情報におけ
るマクロ基地局のCell IDが指定された閾値セル数を超えて一致する場合には、フェムト
基地局１３が設置予定場所に設置されているものと判断して、フェムト基地局１３を通常
動作させると共に、比較用の第１隣接Macroセル情報（Cell ID、緯度・経度情報、周波数
帯（fr）、RSCP）をフェムト基地局１３から取得され、緯度・経度情報が付加された第２
隣接Macroセル情報により更新する。この場合は、第２隣接Macroセル情報に上げられてい
るマクロ基地局の緯度・経度情報のチェックは実施しない。
【００２２】
　ここで、両者の隣接Macroセル情報におけるマクロ基地局のCell IDが閾値セル数以下し
か一致しない場合は、マクロ基地局のCell IDが変更された可能性があることから、第２
隣接Macroセル情報に上げられているマクロ基地局の緯度・経度情報のチェックを上述し
たようにして行い、緯度・経度情報が比較用の第１隣接Macroセル情報における緯度・経
度情報の所定の範囲内に収まるマクロ基地局についてはCell IDが一致しているものとし
て扱うようにする。この結果、両者の隣接Macroセル情報におけるマクロ基地局のCell ID
が閾値セル数を超えて一致した場合には、フェムト基地局１３が設置予定場所に設置され
ているものと判断して、上記のようにしてフェムト基地局１３を通常動作させる。しかし
、依然として両者の隣接Macroセル情報におけるマクロ基地局のCell IDが閾値セル数以下
しか一致しない場合は、フェムト基地局１３が設置予定場所に設置されていないものと判
断して、フェムト基地局１３の機能を停止させる。この場合には、比較用の第１隣接Macr
oセル情報（Cell ID、緯度・経度情報、周波数帯（fr）、RSCP）の更新は行わない。
　このように、本発明にかかるフェムト基地局移動検知システム１は、ＩＰアドレスを用
いることなくフェムト基地局１３の設置位置を特定することができるようになる。これに
より、フェムト基地局１３が本来の設置場所から移動されて設置された際には、当該フェ
ムト基地局１３の機能を停止することができるようになる。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本発明にかかるフェムト基地局移動検知方法およびフェムト基地局移動検知システムに
おいて、フェムト基地局が移動されたと検知されてフェムト基地局の機能が停止された際
に、フェムト基地局を設置予定場所に設置して再度電源を投入した場合は、比較用の第１
隣接Macroセル情報と電源投入時に収集された第２隣接Macroセル情報とにおけるマクロ基
地局のCell IDが閾値セル数を超えて一致するようになることから、フェムト基地局は通
常動作を開始するようになる。しかし、再度電源を投入した場合においても設置場所が設
置予定場所から移動していた場合は、比較した際にマクロ基地局のCell IDが閾値セル数
を超えて一致しないようになる。この場合は、当該フェムト基地局の動作を完全に停止さ
せて、以降に設置予定場所において電源が再投入されても当該フェムト基地局の動作を開
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始させないようにする。
　また、比較した際にマクロ基地局のCell IDが閾値セル数を超えて一致しない場合は、
受信電界強度（RSCP）の比較を行うようにしても良い。ただし、受信電界強度（RSCP）は
天候やフェージングにより変化することから、フェムト基地局の移動検知においては参考
程度とする。
【符号の説明】
【００２４】
１　フェムト基地局移動検知システム
１０　マクロ基地局
１１　マクロ基地局
１２　マクロ基地局
１３　フェムトセル基地局
１３　フェムト基地局
２０　マクロ基地局運用部
２１　セル情報管理部
２２　フェムト基地局運用部

【図１】 【図２】

【図３】
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